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 論文審査結果の要旨
 世の中には非常に数多くのセンサがあり、日常生活に大きく貢献している。本研究はア
 モルファス磁性合金薄帯に二次元的な圧縮歪を与えて、接着固定することで、低励磁電流
 動作で、検出精度の高いセンサを実現できることを実験的に示し、その原因が磁化機構の
 変化によることを明らかにしたものである。また、開発したセンサをねじ締めロボットと
 電動アシスト自転車に実胴化した例について記述している。
 第1章は結言であり、トルクセンサ、圧力センサの社会的ニーズ並びにアモルファスセ
 ンサの開発の歴史的経緯について記述し、本研究の目的を示している。
 第2章は試料の作製方法と実験方法について記述している。
 第3章は実験に用いた材料の熱膨張係数、ヤング率、飽和磁化、磁歪定数、キュリー温
 度等の物性値の測定方法とその結果を示している。
 第4章は長方形のアモルファス薄帯をトルクセンサに網いた場合の結果について記述し
 ている。接着歪軸が正の場合にはアモルファス試料の磁化は試料面内にあり、トルクを変
 えても磁化曲線の形はほとんど変わらない。これに対して、砺<0の場合にはトルクの大
 きさに依存して、磁化曲線の傾きが著しく変化することを実験的に明らかにした。このこ
 とは翰<0の状態を実現することでトルクセンサが可能となることを示している。
 第5章ではストライプアモルファス薄帯をトルクセンサに用いた場合の結果について記
 述している。この実験ではトルクに対してインダクタンスがどう変化するかを鰯が正、負
 の薄帯について調べた。鞠>0ではトルクに対してインダクタ≧スはほとんど変化しない
 が、鰯く0では大きく変化した。しかも鞠が負でその絶対値が小さいほど変化の割合が大
 きい(高感度)であることを明らかにした。このインダクタンス対トルク曲線は薄帯の磁
 区が薄帯の面に垂直になっているモデルを仮定し、透磁率を計算することにより説明でき
 ることを計算により示した。更に接着歪の値を最適化することにより、トルクに対して出
 力が線型に変化できることを実験的に示した。
 第6章はアモルファス薄帯を圧力センサに試作した結果について記述している。接着歪
 を最適化することにより圧力が0～20MPaで出力電圧が0～1Vと直線性の良いセシサを開
 発した。このセンサの耐久性も実用に耐えられるものであることを示している。
 第7章はトルクセンサをねじ締めロボジトと電動アシスト自転車に実用化した例を紹介
 している。いずれのセンサも非常に有効性があることを示している。
 第8章はまとめで、本研究で得られだ重要なことがらについて要約している。
 以上要するに本論文は鉄系アモルウァス合金薄帯の磁化特性が応力に対して種々変化す
 ることに着霞し、力学量センサとして有用廼あることを明らかにし、その一つであるトル
 クセンサをねじ締めロボットと電動アシスト自転車に実用したものであり、得られた知見、
 成果は応用物理学、特に応用磁気手学矯憲辞するところ少なくなレ㌔
 よって,本論文は博士(工学)の学位論文とじで合格と認める。
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